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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
軟性部を有する細長の挿入部を備えた内視鏡において、
　前記軟性部の可撓性を変化させるために、この軟性部の長手軸方向に沿って設けられた
バルーンが複数のバルーン層から構成されており、
　前記バルーンにおいて、外層バルーンの耐圧性が最も高くなるよう形成されており、
　さらに、前記軟性部の前記長手軸方向の基端に、前記挿入部が体腔内に挿入された際、
前記体腔外に位置する操作部が設けられており、
　前記外層バルーンの前記操作部に位置する部位に設けられた、前記外層バルーン内から
前記操作部外に流体を排出する逆止弁によって、前記外層バルーンは水密気密に構成され
ていることを特徴とする内視鏡。
【請求項２】
前記バルーンの内層バルーンに流体供給手段から流体を注入、排出して前記バルーンを膨
張、収縮することで、前記軟性部の可撓性を変化させることを特徴とする請求項１に記載
の内視鏡。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、挿入部軟性部の可撓性を変化させることが可能な内視鏡に関する。
【０００２】
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【従来の技術】
従来より、内視鏡は、広く用いられている。上記内視鏡は、細長の挿入部を体腔内に挿入
することにより、体腔内臓器などを観察したり、必要に応じて処置具挿通用チャンネル内
に挿通した処置具を用いて各種治療処置ができる。また、工業分野においても、上記内視
鏡は、細長の挿入部を挿入することにより、ボイラ，タービン，エンジン，化学プラント
などの内部の傷や腐蝕などを観察したり検査することができる。
【０００３】
また、上記内視鏡は、大腸内や各種プラント配管、ガス配管等への挿入性向上のため、上
記挿入部軟性部の可撓性の硬さを変化させる構造、例えば、挿入時に上記挿入部軟性部を
一時的に硬化させる硬度可変手段を有するもの等がある。
【０００４】
このような内視鏡は、例えば、この挿入部の軟性部外周にバルーンを設けたものがある。
上記挿入部軟性部外周にバルーンを設けた内視鏡は、流体供給手段から流体を注入、排出
して上記バルーンを膨張、収縮させることで、上記軟性部の可撓性を変化させることが可
能である。
【０００５】
一方、内視鏡は、例えば、特開平５－２３７０５６号公報に記載されているように、硬度
可変手段としてバルーン（流体圧人工筋）を軟性部内にその長手軸方向に沿って挿入配置
しているものが提案されている。上記内視鏡は、上記バルーン（流体圧人工筋）に流体供
給手段から管路を介して流体を注入、排出して前記バルーンを膨張、収縮させることで、
軟性部の可撓性を変化させることが可能である。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、上記従来の内視鏡は、上記バルーンが柔軟な樹脂で形成されているため、
上記バルーンが膨張された状態で挿入部を曲げたとき等に破損し易い。
この場合、上記特開平５－２３７０５６号公報に記載の内視鏡は、上記バルーンに供給す
る流体が液体である場合、上記バルーンが破損してしまうと、挿入部に配置されている上
記バルーン以外のその他の内蔵物、例えばライトガイド等に液体がかかってしまい、重篤
な修理となってしまうという虞れがあった。
【０００７】
一方、挿入部の軟性部外周にバルーンを設けた内視鏡は、上記バルーンが破損してしまう
と、上記バルーンに供給する流体が液体又は気体にかかわらず、体内臓器を加圧してしま
うことになる。
【０００８】
本発明はこれらの事情に鑑みてなされたものであり、バルーンが破損しても重篤な修理が
発生することなくまた、体腔内を加圧することがない内視鏡を提供することを目的とする
。
【０００９】
【課題を解決するための手段】
　本発明による内視鏡は、軟性部を有する細長の挿入部を備えた内視鏡において、前記軟
性部の可撓性を変化させるために、この軟性部の長手軸方向に沿って設けられたバルーン
が複数のバルーン層から構成されており、前記バルーンにおいて、外層バルーンの耐圧性
が最も高くなるよう形成されており、さらに、前記軟性部の前記長手軸方向の基端に、前
記挿入部が体腔内に挿入された際、前記体腔外に位置する操作部が設けられており、前記
外層バルーンの前記操作部に位置する部位に設けられた、前記外層バルーン内から前記操
作部外に流体を排出する逆止弁によって、前記外層バルーンは水密気密に構成されている
ことを特徴とする。
【００１０】
【発明の実施の形態】
以下、図面を参照して本発明の実施の形態を説明する。
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（第１の実施の形態）
図１ないし図３は本発明の第１の実施の形態に係わり、図１は本発明の第１の実施の形態
を備えた内視鏡を示す全体構成図、図２は図１のバルーンの構成を示す断面図、図３は図
２の変形例を示すバルーンの断面図である。
【００１１】
図１に示すように本発明の第１の実施の形態を備えた電子内視鏡（以下、内視鏡という）
１は、例えば先端側にＣＣＤなどの固体撮像素子を有する観察装置を内蔵した細長な挿入
部２と、この挿入部２の基端側に達設され、把持部３ａを有する操作部３と、この操作部
３の側部から延出されたユニバーサルコード４と、このユニバーサルコード４の端部に設
けられたコネクタ部５とから構成される。
【００１２】
前記コネクタ部５は、この側部から延出された流体コード６及びこの流体コード６の端部
に設けられた流体コネクタ部７を有している。前記コネクタ部５は、図示しない光源装置
やＣＣＵに着脱自在に接続されるようになっている。また、前記流体コネクタ部７は、流
体制御装置１０に着脱自在に接続されるようになっている。尚、前記ＣＣＵは、図示しな
いモニタが接続されるようになっていて、被検部の光学像を前記固体撮像素子で撮像した
後、前記ＣＣＵで信号処理しモニタでその被検部の画像を表示するようになっている。
【００１３】
前記挿入部２は、先端に設けられた先端部１１と、この先端部１１の基端側に設けられた
湾曲自在の湾曲部１２と、この湾曲部１２の基端側に設けられた長尺で可撓性を有する軟
性部１３とから構成されている。
【００１４】
前記操作部３は、この後方側に図示しない湾曲操作レバーが設けられており、この湾曲操
作レバーを回動操作することにより前記湾曲部１２を湾曲動作させることができるように
なっている。また、前記操作部３は、この前端付近に図示しない生検鉗子やレーザープロ
ーブなどの処置具を挿入する図示しない処置具挿入口が設けられている。この処置具挿入
口は、処置具を挿入することで、その内部に配設された図示しない処置具挿通用チャンネ
ルを経て処置具の先端側を突出させることができ、患者組織を採取する生検などを行うこ
とができる。
【００１５】
また、前記操作部３は、この後端側に送気操作、送水操作や吸引操作を行うための送気ス
イッチ１４、送水スイッチ１５、吸引スイッチ１６やフリーズやレリーズ等の画像制御ス
イッチ１７ａ、１７ｂ、１７ｃが設けられている。更に、前記操作部３は、この後端側に
前記挿入部軟性部１３の可撓性の硬度を変化させるための硬度スイッチ１８ａ、１８ｂが
設けられている。
【００１６】
前記先端部１１は、前記観察装置を内蔵し、この観察装置に被検部の光学像を結像する図
示しない対物光学系や被検部を照明する図示しない照明光学系を内蔵している。また、前
記先端部１１は、図示しない送気送水チャンネルや処置具挿通用チャンネル等の開口部が
形成されている。前記湾曲部１２は、複数の図示しない湾曲駒を連設して湾曲自在に構成
されている。
【００１７】
前記軟性部１３は、前記観察装置の配線や前記照明光学系の照明伝達光学系、送気送水チ
ャンネルや処置具挿通用チャンネル等の内蔵物を挿通して構成されている。
前記軟性部１３は、この長手軸方向に沿って、上述した他の内蔵物を圧迫することなく、
デッドスペースに硬度可変手段として細長のバルーン２１が内臓されている。
【００１８】
前記バルーン２１の基端側は、このバルーン２１に連通する管路２２が設けられている。
前記管路２２は、前記操作部３から前記ユニバーサルコード４及び前記コネクタ部５内、
更に前記流体コード６及び前記流体コネクタ７に挿通配設されている。尚、前記管路２２



(4) JP 4674006 B2 2011.4.20

10

20

30

40

50

は、流体注入用管路と流体強制排出用管路との２本構成になっていても良い。こうするこ
とで、内視鏡１は、速やかな流体の入れ替えが可能である。
【００１９】
また、前記硬度スイッチ１８ａ、１８ｂから延出する電線２３は、前記管路２２と同様に
前記ユニバーサルコード４及び前記コネクタ部５内、更に前記流体コード６及び前記流体
コネクタ７に挿通配設されている。
【００２０】
前記内視鏡１は、前記流体コネクタ７を前記流体制御装置１０に着脱自在に接続すること
により、前記管路２２が前記流体制御装置１０に接続されると共に、前記電線２３が前記
流体制御装置１０に電気的に接続されるようになっている。
【００２１】
前記流体制御装置１０は、弁駆動部３１と、流体駆動部３２とから構成されている。前記
流体制御装置１０は、制御ボタン３３ａ、３３ｂ、３３ｃが前記流体駆動部３２に設けら
れている。
【００２２】
また、前記流体制御装置１０は、図示しない流体回収用タンクに接続する吸引チューブ３
４及び送水タンク３５に接続する送水チューブ３６が前記流体駆動部３２から延出してい
る。尚、本実施の形態では、流体として液体を用いるようになっている。そして、前記内
視鏡１は、内視鏡検査後に洗滌、消毒する際、前記流体コネクタ７を前記流体制御装置１
０から取り外して行えるようになっている。
本実施の形態では、前記バルーン２１を複数のバルーン層で構成し、外層バルーンの耐圧
性を最も高く形成するように構成する。
【００２３】
次に、前記バルーン２１の詳細構成について図２を参照し説明する。
図２に示すように前記バルーン２１は、内層バルーン４１と、外層バルーン４２とから構
成される。
【００２４】
前記内層バルーン４１は、この先端側が袋状に閉じている。この内層バルーン４１の基端
側は、熱溶着部４３ａにより前記管路２２が水密気密的に連通している。そして、この内
層バルーン４１は、この外周全体を前記外層バルーン４２に覆われている。
【００２５】
前記外層バルーン４２は、この先端側が前記内層バルーン４１と同様に袋状に閉じている
。この外層バルーン４２の基端側は、熱溶着部４３ｂにより前記管路２２が水密気密的に
接続されている。尚、前記熱溶着部４３ｂの位置は、内層バルーン４１の外周全体を前記
外層バルーン４２でカバーできれば良く、前記管路２２が挿通配設される前記軟性部１３
，操作部３，ユニバーサルコード４，コネクタ部５，流体コード６，流体コネクタ部７内
のどの位置にあっても良い。
【００２６】
ここで、外層バルーン４２の耐圧力は、材質やバルーンの厚み等を変化させることで、内
層バルーン４１の耐圧力よりも高く形成されている。当然、前記熱溶着部４３ｂも、前記
内層バルーン４１の耐圧力よりも高く形成している。尚、前記内層バルーン４１は、膨張
時の硬い状態において軸方向の部位により更に硬さの差を設けても良い。また、前記内層
バルーン４１は、前記外層バルーン４２内に複数又は、軸方向の部位を異ならせて設けて
も良い。
【００２７】
このように構成された内視鏡１を用いて、挿入部２を体腔内などに挿入する。
一般に、大腸（直腸から盲腸まで）に内視鏡挿入部２を挿入するのは容易ではない。大腸
のある部分では、軟性部１３が軟らかい方が挿入し易く、別の部分では軟性部１３が硬い
方が挿入し易いことがある。
【００２８】
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本発明では、バルーン２１の収縮、膨張を制御することで、このバルーン２１が設けられ
ている部分のみ軟性部１３の硬さ（可撓性）をユーザの意図通りに変更できるようになっ
ている。
【００２９】
先ず、バルーン２１の内層バルーン４１は、収縮時、非常に柔軟である。このため、内層
バルーン４１が収縮状態のとき、外層バルーン４２及び軟性部１３は、軟らかい状態であ
る。もし、軟性部１３を硬くした方が良い場合が発生したら、ユーザは硬度スイッチ１８
ａを押下操作する。すると、硬度スイッチ１８ａからの信号は、電線２３を介して流体制
御装置１０に伝達される。そして、流体駆動部３２（及び弁駆動部３１）が駆動して流体
（液体）を管路２２から内層バルーン４１に送ることでこの内層バルーン４１を膨張させ
、外層バルーン４２及び軟性部１３を硬くする。
【００３０】
ここで、再び、軟性部１３を軟らかくする場合、ユーザは、硬度スイッチ１８ｂを押下操
作することで、流体制御装置１０が制御され流体（液体）を吸引又は自然排出し、内層バ
ルーン４１を収縮させて外層バルーン４２を収縮させる。
【００３１】
このように本実施の形態では、流体制御装置１０を作動させて内層バルーン４１に送る流
体（液体）の加圧力を調整することで、この内層バルーン４１の膨張の度合いを変化させ
、軟性部１３の可撓性を任意に調整することができる。
【００３２】
そして、ユーザがバルーン２１の膨張・収縮操作を長時間、繰り返し行ううちに、バルー
ン２１の性能は劣化し、孔が開いたりなど破損、故障する虞れが生じる。本実施の形態で
は、バルーン２１を内層バルーン４１及び外層バルーン４２の２層で構成しているので、
内層バルーン４１が軟性部１３の繰り返し曲げ等の影響を受けて破損した場合、内層バル
ーン４１の内部に加圧されている流体（液体）は、内層バルーン４１の破損部から内層バ
ルーン４１と外層バルーン４２との間で形成される空間に流入する。
【００３３】
しかしながら、外層バルーン４２は、内層バルーン４１の耐圧力よりも高い耐圧力を有し
て形成されているので、この外層バルーン４２により流出した流体（液体）を外部に流出
させることはない。
【００３４】
この結果、本実施の形態では、内層バルーン４１が破損した場合に、軟性部１３内に配置
されているライトガイド等の内蔵物に噴出する流体（液体）が広がることがないため、重
篤な修理を防止できる。
【００３５】
尚、本実施の形態では、バルーン２１を内層バルーン４１と外層バルーン４２との２層の
バルーン層で構成しているが、この２層に限らなくとも３層以上の複数のバルーン層で構
成しても良く、これら内層バルーン４１及び外層バルーン４２は、それぞれ複数のバルー
ン層で構成しても良い。
【００３６】
また、本実施の形態では、各バルーンと管路２２との水密気密構造を熱溶着にて形成して
いるが、これに限るものではなく、接着剤を介在させて各バルーンと管路２２との水密気
密構造を形成しても良い。
【００３７】
更に、外層バルーン４２は、透明な材質で形成しても良い。
この場合、ユーザが術中確認できる操作部３に、上記透明な材質で形成した外層バルーン
４２を観察できるような図示しない覗き窓を水密気密が確保可能に設ける。そして、ユー
ザが上記覗き窓を術中確認できる位置（例えば、操作部３の部分まで）まで外層バルーン
４２を配置する。
【００３８】
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こうすることで、内層バルーン４１が破損したとき、操作部３の覗き窓から外層バルーン
４２への流体（液体）漏れが発生していることを確認できる。このため、ユーザは、修理
の必要性を判断できる。また、加圧媒体である流体は、色をつければ、更に視認性を向上
させることができる。
【００３９】
また、図３に示すようにバルーン２１は、外層バルーン４２と内層バルーン４１との間に
形成される空間に湿度センサ４４を配置しても良い。
前記湿度センサ４４は、電線４５の一端が電気的に接続されている。この電線４５を挿通
した状態で、水密気密を確保するように熱溶着部４３ｂは、形成される。前記電線４５は
、この他端を前記管路２２に沿って図示しない湿度検知手段（図示しない）に接続される
ようになっている。
【００４０】
このように構成することで、内層バルーン４１が破損して流体（液体）漏れが生じた場合
、内層バルーン４１と外層バルーン４２との間に流体が漏れるため、前記湿度センサ４４
にて流体（液体）漏れが発生していることを検知できる。この場合、前記検知手段は、湿
度上昇時に警告音を発生するようにしても良い。この構成でも修理の必要性をユーザが判
断でき、重篤な修理を未然に防ぐことができる。
【００４１】
尚、本実施の形態は、挿入部先端部１１に図示しない観察装置を内蔵した電子内視鏡を用
いて構成しているが、本発明はこれに限定されず、挿入部先端部１１に設けた対物光学系
で被検部の光学像を取り込み、取り込んだ光学像を伝達光学系で伝達して操作部上部に設
けた接眼光学系で観察する光学式内視鏡に本発明を適用して構成しても勿論構わない。
【００４２】
また、本実施の形態では、挿入部軟性部１３にバルーン２１が内蔵される内視鏡に本発明
を適用して構成しているが、本発明はこれに限定されず、内視鏡の処置具挿通用チャンネ
ルに挿通して用いられ、流体制御装置１０に接続可能な図示しない硬度可変プローブのバ
ルーンに本発明を適用して構成しても構わない。
【００４３】
（第２の実施の形態）
図４は本発明の第２の実施の形態に係る内視鏡の要部断面図である。
本第２の実施の形態は、上記第１の実施の形態で説明したバルーンに逆止弁を設け、漏れ
た流体（液体）による加圧を防止するように構成する。それ以外の構成は、上記第１の実
施の形態と同様なので説明を省略し、同じ構成には同じ符号を付して説明する。
【００４４】
即ち、図４に示すように本第２の実施の形態の内視鏡５０は、バルーン２１Ｂを内蔵して
構成されている。
前記バルーン２１Ｂは、上記第１の実施の形態で説明したのと同様な内層バルーン４１を
有し、同様に管路２２に接続されている。前記バルーン２１Ｂは、前記内層バルーン４１
の全体を外層バルーン４２ｂによりカバーされている。
【００４５】
前記外層バルーン４２ｂは、この基端側が熱溶着部４３ｃで前記管路２２と水密気密に接
続されている。また、前記外層バルーン４２ｂは、この基端側の一部に開口部５１が形成
されている。この開口部５１は、円筒状の口金５２の一端が熱溶着等で水密気密に接続さ
れている。この口金５２の他端側は、シリコン等の弾性部材から形成される逆止弁を有し
た逆止弁キャップ５３が嵌着している。そして、この逆止弁キャップ５３は、前記内視鏡
５０の操作部３に突出して逆止弁以外の部分を水密気密に設けられている。
【００４６】
このように構成された内視鏡５０を用いて、上記第１の実施の形態で説明したのと同様に
挿入部２を体腔内などに挿入する。
そして、ユーザがバルーン２１の膨張・収縮操作を長時間、繰り返し行ううちに、内層バ
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ルーン４１が軟性部１３の繰り返し曲げ等の影響を受けて破損する。すると、この内層バ
ルーン４１内部に加圧された状態で充填されていた流体（液体）は、流体制御装置１０に
よって加圧されながら外層バルーン４２ｂと内層バルーン４１との間に流れ出す。
【００４７】
このとき、逆止弁キャップ５３が逆止弁を有しているため、外層バルーン４２ｂと内層バ
ルーン４１との間に流れ出た流体（液体）は、逆止弁キャップ５３の弁部を通過して大気
に開放される。
【００４８】
また、逆止弁キャップ５３が逆止弁を有していることから、内視鏡５０を洗滌、消毒する
とき等に外層バルーン４２ｂと内層バルーン４１との間に外部から流体（液体）が滲入す
ることがないようになっている。
【００４９】
この結果、本第２の実施の形態は、上記第１の実施の形態の効果に加え、外層バルーン４
２ｂの耐圧力を大気圧以上に形成する必要がないため、外層バルーン４２ｂの肉厚を薄く
形成できる。従って、本第２の実施の形態は、上記第１の実施の形態よりも軟性部１３の
外径を細径化できる。
【００５０】
（第３の実施の形態）
図５は本発明の第３の実施の形態に係る内視鏡挿入部の要部説明図である。
本第３の実施の形態は、上記第１の実施の形態で説明した挿入部軟性部１３の外周にバル
ーンを設けるように構成する。それ以外の構成は、上記第１の実施の形態と同様なので説
明を省略し、同じ構成には同じ符号を付して説明する。
【００５１】
即ち、図５に示すように本第３の実施の形態の内視鏡６０は、挿入部軟性部１３の外周に
外付けバルーン６１を設けて構成されている。
【００５２】
前記外付けバルーン６１は、内層バルーン６２と外層カバー６３とから構成されている。
前記内層バルーン６２は、この内径側に前記内視鏡挿入部２を挿通可能な挿通孔６２ａを
形成している。また、前記内層バルーン６２は、管路６４に連通しており、この管路６４
の他端側は前記流体制御装置１０に接続されている。
【００５３】
前記外層カバー６３は、シール部材６５が設けられている。そして、このシール部材６５
は、外付けバルーン６１が前記内視鏡挿入部２を挿通した状態で、前記外層カバー６３と
前記挿入部軟性部１３との間を水密気密にシールするようになっている。
【００５４】
前記外層カバー６３の他端側は、この端部に開口部６６が形成され、体腔外で開口するよ
うになっている。尚、前記外層カバー６３は、前記外付けバルーン６１が前記内視鏡挿入
部２と共に体腔内へ挿入された際に、体腔壁６７を境にして前記内層バルーン６２が体腔
外に位置する部分まで、前記内層バルーン６２の外周を覆うように形成されている。
【００５５】
このように構成された内視鏡６０を用いて、上記第１の実施の形態で説明したのと同様に
挿入部２を体腔内などに挿入する。
本発明では、外付けバルーン６１の収縮、膨張を制御することで、この外付けバルーン６
１が設けられている部分のみ軟性部１３の硬さ（可撓性）をユーザの意図通りに変更でき
るようになっている。
【００５６】
先ず、外付けバルーン６１の内層バルーン６２は、収縮時、非常に柔軟である。このため
、内層バルーン６２が収縮状態のとき、軟性部１３は、軟らかい状態である。もし、軟性
部１３を硬くした方が良い場合が発生したら、ユーザは硬度スイッチ１８ａを押下操作す
る。すると、硬度スイッチ１８ａからの信号は、電線２３を介して流体制御装置１０に伝
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達される。そして、流体駆動部３２（及び弁駆動部３１）が駆動して流体（液体又は気体
）を管路２２から内層バルーン６２に送ることでこの内層バルーン６２を膨張させ、軟性
部１３を硬くする。
【００５７】
ここで、再び、軟性部１３を軟らかくする場合、ユーザは、硬度スイッチ１８ｂを押下操
作することで、流体制御装置１０が制御され流体（液体又は気体）を吸引又は自然排出し
、内層バルーン６２を収縮させる。
【００５８】
このように本実施の形態では、流体制御装置１０を作動させて内層バルーン６２に送る流
体（液体又は気体）の加圧力を調整することで、この内層バルーン６２の膨張の度合いを
変化させ、軟性部１３の可撓性を任意に調整することができる。
【００５９】
そして、ユーザが内層バルーン６２の膨張・収縮操作を長時間、繰り返し行ううちに、内
層バルーン６２が軟性部１３の繰り返し曲げ等の影響を受けて破損する。すると、この内
層バルーン６２内部に加圧された状態で充填されていた流体（液体又は気体）は、流体制
御装置１０によって加圧されながら外層カバー６３と内層バルーン６２との間に流れ出す
。
【００６０】
そして、内部に漏れ出た流体（液体又は気体）は、内層バルーン６２と外層カバー６３と
の間で形成される空間を通り、開口部６６から大気中に排出される。
この結果、本第３の実施の形態は、外付けバルーン６１の内層バルーン６２が破損しても
体腔内への加圧を防止できる。
【００６１】
尚、本発明は、上記した実施の形態にのみ限定されるものではなく、本発明の要旨を逸脱
しない範囲で種々変形実施可能である。
【００６２】
［付記］
（付記項１）　軟性部を有する細長の挿入部を備えた内視鏡において、
前記軟性部の可撓性を変化させるために、この軟性部の長手軸方向に沿って設けるバルー
ンを複数のバルーン層で構成し、外層バルーンの耐圧性を最も高く形成したことを特徴と
する内視鏡。
【００６３】
（付記項２）　前記バルーンの内層バルーンに流体供給手段から流体を注入、排出して前
記バルーンを膨張、収縮することで、前記軟性部の可撓性を変化させることを特徴とする
請求項１に記載の内視鏡。
【００６４】
（付記項３）　前記外層バルーンの一部を体腔外に開放していることを特徴とする付記項
１に記載の内視鏡。
【００６５】
（付記項４）　前記外層バルーンの一端を体腔外に開放していることを特徴とする付記項
１に記載の内視鏡。
【００６６】
（付記項５）　前記内層バルーンが破損したことを検出するための検知手段を設けたこと
を特徴とする付記項２に記載の内視鏡。
【００６７】
（付記項６）　前記外層バルーンを透明部材で形成し、この外層バルーンの一部を確認で
きる確認部を設けたことを特徴とする付記項３に記載の内視鏡。
【００６８】
（付記項７）　前記外層バルーンと前記内層バルーンとの間に湿度センサを設けたことを
特徴とする付記項３に記載の内視鏡。
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【００６９】
【発明の効果】
以上説明したように本発明によれば、バルーンが破損しても重篤な修理が発生することな
くまた、体腔内を加圧することがない内視鏡を実現できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施の形態を備えた内視鏡を示す全体構成図
【図２】図１のバルーンの構成を示す断面図
【図３】図２の変形例を示すバルーンの断面図
【図４】本発明の第２の実施の形態に係る内視鏡の要部断面図
【図５】本発明の第３の実施の形態に係る内視鏡挿入部の要部説明図
【符号の説明】
１　　　　　　…内視鏡
２　　　　　　…挿入部
３　　　　　　…操作部
６　　　　　　…流体コード
７　　　　　　…流体コネクタ部
１０　　　　　…流体制御装置
１３　　　　　…軟性部
１８ａ，１８ｂ…硬度スイッチ
２１　　　　　…バルーン
２２　　　　　…管路
４１　　　　　…内層バルーン
４１　　　　　…外層バルーン

【図１】 【図２】

【図３】
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